
⽔族館で学ぶ謎解きプロジェクト 実施主体︓海なぞ実⾏委員会

背景
＆

課題
謎解き×教育というツールを利⽤して幅広い層へ海洋問題の啓蒙を⾏い、ツール⾃体を全国の⽔族館で⾃⾛化するプロジェクト。
「エデュテイメント」として⽼若男⼥問わず⼈気の⾼い謎解きを利⽤して、海洋問題について「楽しみながら学べる」コンテンツを制作したうえで、これをパッケー
ジ化し、運⽤負荷を最⼩限にすることで⽔族館側に⾃発的に推進してもらう状態を作り、学びの場としての⽔族館の位置づけを改めて明確化させる。

▼この事業の主題（海のどんな課題を解決するのか、もしくは学ぶのかといった、テーマ設定と海の課題・学びポイントの整理）

各界の有識者の監修を受けながら、ブラウザゲーム・
海の学びを落とし込んだ謎・解説の⼩冊⼦を開発。

実施② 実施③

2019年度実施内容のまとめ

＋

①「海の学び」を謎解きに落とし込むメソッドの構築に時間を要した

②制作期間が⻑⼤化したことでリソースが枯渇した

③地域ごとのカスタマイズが最⼩限にとどまった

2019年度
課題点

①得られたノウハウを体系化する

②体系化されたメソッドを活⽤し制作を効率化する

③上記により削減した⼯数で地域ごとのカスタマイズを強化する

2020年度
改善点

量的成果（事業の拡がり）

① 計5館の⽔族館で各1ヶ⽉間イベントを実施。また周辺の公共施設・商業施
設が本イベントのチラシ・ポスターを掲出。約1万枚が掲出される。

② イベント開始前から多数の事前申込があり、福島/福岡/兵庫/島根では合
計で約3,000⼈、また延期されたサンシャイン⽔族館では約3,000⼈を動員。

③ WebサイトのPV数84,301、独⾃のハッシュタグ「#海なぞ」のインプレッション
数324,400と、web上でも多くの注⽬を集めた。（2020年1⽉現在）

質的成果（次なる展開への芽）

① こちらからオファーした有識者だけに留まらず、各実施先が「⾃分ごと」として
監修・開発に携わった結果、⽔族館との強固なつながりを確⽴できた。

② イベント終了後に、開催⽔族館より「今後同様の教育×謎解きのオリジナルコ
ンテンツの制作を検討したい」との打診があった。

③ イベント期間終了後に㈱⽇本⽔産より、須磨⽔族園の貸し切りイベント開催
時に⾃費で本プログラムを実施したいとの申し出があり、特別開催決定。

実施①

福島・東京・兵庫・島根・福岡の様々な規模の⽔族
館にて開催。集客と学びのツールとして導⼊される。

SNSやweb上で事前に海の学びを含んだ謎を発信、
イベント終了後にも投稿を促進する仕掛けを実装。

＋



メインビジュアル

報告資料・主な制作物について

地域ごとに内容が違う解説冊⼦を作成。解いた謎がどう海
の学びにつながっているのか、イベント後にも振り返りが可能

受付およびゴール地点にフォトスポット・フォトプロップスと共に
海プロ横断幕を前⾯に掲出

館内６箇所に掲出する「⼿がかり」パネルにも
海プロロゴを掲出

ブラウザゲーム上のシェア機能によりイベント終了後の
拡散導線を確保、SNS上での投稿の活性化を促進

汎⽤性の⾼いブラウザゲームを開発
ノベルゲーム調にすることで内容・セリフが頭に⼊りやすい

地域ごとに内容カスタマイズ



受付で謎キット（冊⼦・筆記⽤具）を受け取る

報告資料・ゲームの流れ

周遊しながら館内に掲出されている「⼿がかり」パネルを
発⾒し、それをもとに冊⼦の謎を解き明かす

正解すると、ブラウザゲーム上で関連する海洋問題や地域
ならではの海に関する解説を聞くことができる

終了後に受付に戻り、アンケートに回答すると海洋問題に
関する解説冊⼦とノベルティの⽸バッジがもらえる

イベント終了後もウェブサイト上で参加者のみが参加できる
コンテンツや追加の謎を配信。益々の盛り上がりを演出

QRコードを読み込み、各参加者のスマホ上でブラウザゲー
ムを起動。指⽰通りに館内を周遊

地域ごとに
内容カスタマイズ

冊⼦、パネルどちらかだけでは謎は解けない。
両⽅の情報をつかって挑むことが必要。



報告資料・地域ごとのカスタマイズ例（兵庫・須磨海浜⽔族園）

解説冊⼦内では各海洋⽣物や海洋問題の解説だけに
留まらず、その地域ならではの「コラム」ページも⽤意。
兵庫版では須磨海浜⽔族園の研究教育課と連携し、
ウミガメ保護に関する独⾃の取り組みを紹介。



報告資料・メディア露出リスト

⼭陰中央テレビ・Live News Days（島根） ⼭陰中央テレビ・海と⽇本プロジェクトin島根（島根）

RKB・Nスタ（福岡） サンテレビ・サンぷん︕（兵庫）

テレビ web

・共同通信（福島）
・⽇本海事新聞（福島）
・トレナビ（福島）
・いわき市観光サイト（福島）
・なぞとも（福島）
・ウォーカープラス（福岡）
・じゃらん（福岡）
・よかなび（福岡）
・Yahoo!ニュース（福岡）
・Feel KOBE（兵庫）
・Kiss PRESS（兵庫）
・関⻄⽂化.com（兵庫）
・ウォーカープラス（島根）
・JAPAN ATTACTIONS（島根）
・FNN PRIME（島根）
・⽶⼦⻤太郎空港（島根）

・・・・計16媒体（1⽉現在）



報告資料・館内写真および担当者コメント

フォトブース フォトプロップス

受付 ⽔族館が⾃主制作した運営ツール

⽔族館担当者コメント

・楽しさ+海洋教育につながると思い、
導⼊しました。⽔族館は海について普
及を⾏っていかなければならない。その
中でよいきっかけになると思えた。

・科学的知⾒との整合性のとれた内容
を、分かりやすく伝えることができるか不
安だったが、担当者とのやりとりの中で、
謎の内容等、確認をさせていただき、
解消することができた。

・シンプルに⾒えるつくりながら、様々な
ことを複合的に取り扱っており、また、
学術的な背景も意識されているため、
良い学びのコンテンツであると感じてい
る。

・今後も「海なぞ」のような教育×遊び
をテーマとした謎解きイベントを⾃社オリ
ジナルで制作したいと考えている。


